
















ダン・サバナ地帯南部（700mm）の 2 つの村から選んだ 64 農家を対象に 1999 年から 2004 年までカ
バーしており，毎年，収穫後，乾期，農繁期の 3 回の調査を実施したものである。その間の 2002 年に
コートジボワール内乱が発生した。 
 まず，コートジボワールの内乱に起因するショックが家計レベルで観察されることを確認した。内乱
前後を比較すると，家計サイズが有意に増大し，送金受取額が有意に減少している。次に，このような
ショックに対する家計の対処行動を明らかにした。まず，帰還者の増加は家計の耕作面積を有意に拡大
し，ブルキナ・ファソ国内からの送金受け取りを有意に増大させていた。耕作面積の拡大は，大人１人
当たり 0.7 ヘクタールである。一方，コートジボワールからの送金受け取りの減少は，非農業活動から
の収入を有意に増やしている。以上から，送金受け取りの減少は農業生産や国内からの送金では代替で
きないことが示唆される。なお，家畜の売却に関しては，帰還者の増加，送金受け取りの減少，いずれ
にも反応していない。 
 農家家計によるこのような対処行動があるにもかかわらず，家計の消費水準はショックの影響を受け
ている。送金受け取りの減少は，有意に家計の１人当たりの消費支出を減少させていた。しかし，帰還
者の受け入れについては，１人当たりの消費支出に影響がない。後者は，耕作面積の拡大や帰還者自身
の持ち帰った資金などにより対処できているものと思われる。農家家計を家畜資産の多寡により 2 グル
ープに分けて分析したところ，送金受け取り減少のインパクトは，資産少ない農家家計でいっそう強か
った。以上から，家畜資産の乏しい農家家計ほど，同時発生ショックに対して脆弱であることがわかっ
た。 
